






資料
番号

表題 作成年月日
作成・差出など
→　宛名

形態 備考

1 松代城廓絵図 明治五壬申年 浦野季邦控

紙袋「御城内御絵図
壱　同明治五壬申年
長野県江引渡建物絵
図面　壱枚　浦野
姓」。
本紙端書「明治五壬
申年長野県江御引渡
之節建家共絵図也」

2 信濃国河中嶋松代城
（享保二丁酉年四
月）

（真田伊豆守）

紙袋（朱書）「元和度
古絵図面壱　享保二
酉御類焼御届絵図面
壱」
（墨書）「信濃国河中
嶋松代城絵図　真田
伊豆守」。
幕府へ提出した図面
の写ｶ

3 御本丸御殿図　壱
丁丑春日（明治十
年、一八七七ｶ）

請方

本紙端書「御本丸絵
図　享保二丁酉年二
月廿九日未ノ上刻為
湯本某出火類焼ス／
右古図堤氏之蔵処予
浦野氏之応需謹写之
／丁丑春日　請方」

4 御本丸御殿図　弐
（宝暦十年辰正月
廿一日）

本紙端書「御本丸御
絵図　宝暦十年辰正
月廿一日／此御殿明
和四年花御丸江御引
移罷成候」

5 花御丸御殿向御普請図 万延元庚申年

6 学校所図 浦野季邦控
本紙端書「嘉永五子
年被　仰出／同六丑
年春御建方相済」

7 古日記写　壱巻 横帳
表書「貞享三年ヨリ天
明八年迄　増減モ有
之　イロハ分」

8 古日記写　弐巻 明治二十二己丑 横帳

表書「享保六年辛丑
ヨリ宝暦九年己卯マ
テ三拾九年／享保
廿・元文五・享保三・
延享四・寛延三・宝暦
九／古日記写弐巻／
イロハ分」

9 覚（諸帳簿引渡し覚） 天保五午年五月 古役　要吉 横帳

10
明細書　安永度ヨリ嘉永度
迄　旧士族壱ノ部イロハ分

明治二十二己丑 横帳

11
士族卒高取調帳　士族之部
終身士族トモ　上

明治四年（以下朱
書）七月調　同九月
再調

松代県扣　浦野
季邦写之

横帳
表紙朱書「長野県庁
ヱ十一月御引渡ナ
リ」



12
宝暦度ヨリ明治度迄　以ろ
波仁保へ止知りぬる遠和加
上巻（真田家家中明細）

明治二十二己丑 横帳

13

宝暦度ヨリ明治度迄　与太
れ曽つ祢奈れ武宇ゐ乃於
久也末け不　中巻（真田家
家中明細）

明治二十二己丑 横帳

14

宝暦度ヨリ明治度迄　古江
天安左幾由め美之ゑ比毛
世寸　下巻（真田家家中明
細）

明治二十二己丑 横帳

表紙朱書「此末甲寅
嘉永七十二月安政と
改一ヶ年日記写有
之」

15
御判物御朱印（歴代松代藩
主発給文書を伝来ごとにま
とめる）

明治二十二己丑
明治己丑春谷
口翁ヨリ　季邦

横帳

16
慶応三卯年二月改　御役人
帳坤之部

明治廿八年五月
七十四翁　浦野
季邦

横帳
表紙但書「但壱之部
安政六未年五月改乾
之部ヘ加ヘ写置」

17
明細書　文政度ヨリ慶応度
マテ　旧士族二ノ部イロハ
分　二巻

明治二十二己丑 横帳

18-1
家屋鋪地代金割合元并規
定帳

明治三午年二月吉
日

横帳

表紙端書「右真田稔
様抱屋鋪本役」壱軒
前之処五人ニて買
入」

18-2 稲荷社普請扣 明治四未年二月
紙屋町世話人
季邦手扣

横半帳

19
天保十三寅年　御役人（役
職者名簿）

明治三午年 浦野季邦扣 横帳
表紙端書「安政度慶
応度加ヘ明治三午年
禄高順名籍志」

20
明治元戊辰年　松代藩勤王
事略　討死手負上下人別月
日調

（明治三十二年）
七十八翁　浦野
季邦

横帳

表紙端書「近藤民之
助編纂記　小泉浅右
衛門蔵書之内名面計
出ス」

21 宿々旅籠帳
安政二卯年二月廿
五日ヨリ

横帳

22 人請宗門御改差出帳 元治二丑年二月

要之助組・武助
組・九十郎組・
又右衛門組・市
兵衛組・恒治
組・大吉郎組・
忠左衛門組

縦帳

23 人請宗門御改差出帳 慶応二寅年二月

要之助組・武助
組・九十郎組・
又右衛門組・市
兵衛組・恒治
組・大吉郎組・
忠左衛門組

縦帳

24 人請宗門御改差出帳 慶応四辰年二月

要之助組・武助
組・九十郎組・
又右衛門組・市
兵衛組・恒治
組・大吉郎組・
忠左衛門組

縦帳



25 人請宗門御改差出帳 明治二巳年二月

要之助組・武助
組・九十郎組・
又右衛門組・市
兵衛組・恒治
組・大吉郎組・
忠左衛門組

縦帳

26 人請宗門御改差出帳 明治三午年二月

要之助組・武助
組・九十郎組・
又右衛門組・市
兵衛組・恒治
組・大吉郎組・
忠左衛門組

縦帳

27 人請宗門御改差出帳 明治四未年二月 宇野民助組 縦帳
28 人請宗門御改差出帳 明治四未年二月 上野要之助組 縦帳

29 人請宗門御改差出帳 明治四未年二月

宮澤巳之助組・
酒井伝治組・伊
丹市兵衛組・黒
岩恒治組・原大
吉郎組

縦帳

30
乍恐以書付御内々奉歎願
候（紙屋町先年よりの宿役
勤方について）

明治三午年正月 紙屋町 縦帳

31 御奉公向日記 明治二巳年九月ヨリ 浦野長之助安 縦帳
32 日記（諸布達記録） 明治四辛未年 浦野長之助 縦帳

33 日記（諸布達記録） 明治五壬申年
浦野長之助安
房

縦帳
表紙朱書「御布告并
知事様より御達写」

34
紀元二千五百三十三年　明
治六年ヨリ日記　御布告写
明治七年マテ

（明治六年～明治
七年）

浦野安房 縦帳

35
従松代江戸迄宿々諸駄賃
里数定宿附

浦野季邦扣 横帳

36
江府表迄廿四時飛脚道中
（支払帳）

天保十五年辰三月
十三日より

浦野房治郎 横帳

38
江府萬扣并送物扣小遣出
入帳

弘化四未年正月十
九日ヨリ弘化五申年
二月十二日迄

浦野房治郎 横帳

39 〔穀類薪買上控〕
（明治七年～明治
三十一年）

横帳

40
武州従江戸信州松代迄
宿々駄賃帳

二月廿五日ヨリ 松代　金児與助 横帳

41-1 従松代諏訪迄宿々駄賃帳
安政三辰年四月十
日出立

松代　浦野房治
郎

横帳

41-2 従高嶌松代迄宿々駄賃帳 七月十日出立
松代　浦野房治
郎

横帳

42 年々無尽加入扣
安政度ヨリ（安政年
間～明治年間）

浦野季邦 横帳

43 諸色覚
文久四子年正月吉
日ヨリ慶応二寅年迄

浦野氏 横帳

44 諸用書留帳 嘉永四亥年従正月 浦野氏 横帳

45-1
和宮様御下向沓掛宿御泊
方々様火消人数役引立直
帳扣

文久元酉年十月
浦野万兵衛取
計

横帳

45-2
和宮様御下向ニ付火消方
行列并御本陣人別帳

文久元酉年十月 八町 横帳

45-3
和宮様御下向ニ付火消方
行列并御本陣人別帳

文久元酉年十月 八町 横帳

45-4
十一月四日より同十一日迄
別段手充御内談調帳

横帳



45-5 和宮様御下向入用扣 横帳

46
〔明治二巳年日記・明治三
午年日記〕

横帳

47
以口上書奉願候御事（写。
当町御紙役上納之儀）

（文化十酉年三月）

紙屋町長町人
市郎左衛門　→
御町年寄衆中・
検断　伴三郎右
衛門殿

縦帳

48 口達書取（紙役銀之義） 縦帳

49
安政度ヨリ日記写（慶応年
間まで）

浦野季邦 縦帳

50
乍恐以書付奉歎願候（写。
宿方助郷之儀）

（明治三午年正月）

紙屋町　八組惣
代　上野要治郎
他十五名　→
市政御役所

縦帳

51
半切ニテ御書下ケ写（下
五ヶ町へ宿方御手充金の取
計いについて）

（寛政十二年六月） 縦帳

52 駅逓御掛リ様より順継御触 （午正月十三日） 紙屋町扣 横帳

53
駅逓御役所より御達書写
（宿助郷組替につき村々松
代町へ当分附属申し付け

（巳六月） 紙屋町扣 横帳

54

寛文七丁未年　真常院様御
代道橋奉行勤方次第差出
候写　古帳写古来江戸御入
用積書（「此一冊者御祐筆
組頭堤右兵衛殿より借用写
御役所置附候以上　嘉永五
壬子年三月　拓植嘉兵衛
宮嶋守人」）

明治三十年九月 横帳

朱書「此日記今明治
三十年九月高野様よ
り借用一読名面計写
之」

55 〔分限帳〕 横帳

56
印訳御書上帳（請願の際の
添付文書概要一覧）

午正月 紙屋町扣 横帳

57 御巡見様御通行人足調帳 天保九戌年五月 紙屋町 横帳
58 御巡見様御通行人足調帳 天保九戌年閏四月 紙屋町 横帳

59
望月家古絵図（表紙のみ書
き込み有り。ほか白紙）

浦野季邦 横帳

60 御家中拝領地調 明治三十年九月 七十六翁　季邦 横帳
表紙端書「古御日記
写其外小幡又八郎直
澄の随筆なるべし」

61
御巡見様御通行御触并
品々書留帳

天保九戌年五月 紙屋町 横帳

62
御巡見御通行之節書付等
之入袋（文書七点入り）

天保九戌年七月
袋（文書
入り）

63 〔真田家家中住所調〕 明治三十年
酉ノ七十六翁
浦野季邦

横帳

64 新近年代記写イロハ分ケ （明治期） （浦野氏） 横帳

65
〔諸覚書〕（十百小頭名面
控、類親御預リ御足軽人数
調帳、ほか）

（明治三十年） 浦野季邦 横帳
表紙朱書「御役別日
記より調書ス」

66 長命調扣大病後参考
明治三十弐年九月
十二日手初

七十八翁　浦野
季邦

横帳

67 松代宿組合助郷村附属扣 （明治三年） 浦野季邦扣 縦帳
68 小幡氏随筆（写） 縦帳
69 〔松代地誌考〕 縦帳

70-1
天明四甲辰改絵図面之写
（居住者名の写）

縦帳



70-2
寛政七年乙卯　御家中御役
人帳高禄附御札順

縦帳
表紙朱書「安政度より
今高野氏持写」

71-1
元紙屋町村亡邑之処一般
区別相立地税可納亡村御
取立内願一件

明治四辛未年十一
月八日ヨリ

季邦扣 横帳

71-2 〔日記〕 五月晦日・六月朔 横半帳
71-3 以書付奉申上候 状
71-4 乍恐以書付奉歎願候（下 状
71-5 〔八町連印覚書〕 状
71-6 覚（馬・人足給金） 状
71-7 〔金銭覚書〕 状
71-8 〔城下近隣各村高覚書〕 状

71-9 〔出金覚書〕
（明治五年）壬申六
月二十三日

状

72 県荘松城海津城図 浦野姓写

73
旧士族名住居簿（文政七申
年十一月御家中家柄書上

（明治二十七年）
午七十三翁　季
邦扣

横帳

74
寺々問合イロハ分ニテ旦中
名面調下帳

明治二十七年秋よ
り冬迄

七十三翁　浦野
季邦扣

横帳

75
乍恐以書付奉歎願候（宿方
助郷之儀につき）

明治三午年正月

紙屋町　八組惣
代　上野要治郎
他十五名　→
市政御役所

縦帳

76
乍恐以口上書済口申上候
御事（上三町下五町軒掛割
合之儀につき）

文政四巳年五月
八町役人連印
→　御奉行所

縦帳

77
信州飯縄山戸隠山境（境論
争一件御裁許御請証文控）

新井村　名主
仁兵衛　他十三

縦帳

78
記（明治二巳年伊那県駅逓
御役所江御書上）

状

79 町名改ケ所 横帳

80
〔諸覚書〕（往古穀価銭記、
豊凶作年記ほか）

（浦野季邦） 横帳

81
〔諸覚書〕（八田四軒調、天
明四辰正月晦日記ほか）

明治三十年調
七十六翁　浦野
季邦

横帳

82
二之御丸御殿絵図（天保九
戊戌三月写之　谷口清照）

明治十年丁丑十一
月写之

浦野季邦

83 〔松代城下絵図〕

84
元和度　松城御本丸古図
（一当様御時代　御本丸御

竹澤先生ヨリ丁亥
（明治二十年ｶ）

掛軸

85 享保度信州松本城図

86 〔松代城下大略絵図〕（写）
明治五壬申年六月
五日

埴科郡紙屋町
名主　伊丹豊
作、組頭　原大
吉郎、町内惣代
浦野万兵衛、ほ

端書「右之通紙屋町
村之義ニ付申伝之趣
大略絵図面ニ仕差上
申候以上」

87 松代家中図古弐枚之内壱 （享保年間ｶ）

朱書「関口六郎右衛
門ハ我六代先ノ祖也
権テ考レバ此図正徳
享保年間ナルベシ
明治十八年五月　関
口守衛」。
朱書「享保二酉年大
火之後也」

88 松代御蔵屋鋪絵図



89-1 網掛堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

89-2 若宮堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

89-3 矢代堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

89-4 犀口上堰中堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

89-5 犀口下堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

89-6 小山堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

89-7 大豆嶋堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

89-8 八幡山王堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

89-9 鐘居堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

89-
10

浅河原堰 （嘉永五子年三月）
（道橋方元〆
久保喜作・春日
安治）

掛軸

端書「此絵図面御役
所置附致置候他之御
役筋ニ而為御用借用
申込候者印書取十日
限ニ差遣可申其外借
用申入候共此元書借
シ遣候儀并支配向宅
江持参致し候儀等決
而不相成者也　拓植
嘉兵衛　宮島守人」

90-
01

〔御林絵図包紙・凡例・解
題〕

嘉永五子年三月 （松代　浦野姓）

90-
02

小細御林 （嘉永五子年三月）

90-
03

若宮新御林 （嘉永五子年三月）

90-
04

森新御林 （嘉永五子年三月）

90-
05

西条御林 （嘉永五子年三月）

90-
06

八町御林 （嘉永五子年三月）

90-
07

代御林 （嘉永五子年三月）

90-
08

北小松尾御林 （嘉永五子年三月）

90-
09

虫倉御林 （嘉永五子年三月）



90-
10

沓野御林 （嘉永五子年三月）

90-
11

上平御林（外ニ松尾板落七
兵衛小場寺村地附御林）

（嘉永五子年三月）

90-
12

羽尾御林 （嘉永五子年三月）

90-
13

倉科新御林 （嘉永五子年三月）

90-
14

関谷御林 （嘉永五子年三月）

90-
15

小松原御林 （嘉永五子年三月）

90-
16

代新御林 （嘉永五子年三月）

90-
17

権田御林 （嘉永五子年三月）

90-
18

鬼無里御林 （嘉永五子年三月）

90-
19

山田御林 （嘉永五子年三月）

90-
20

八幡御林 （嘉永五子年三月）

90-
21

倉科御林 （嘉永五子年三月）

90-
22

柴御林 （嘉永五子年三月）

90-
23

村山御林 （嘉永五子年三月）

90-
24

南小松尾御林 （嘉永五子年三月）

90-
25

味藤御林 （嘉永五子年三月）

90-
26

佐野御林 （嘉永五子年三月）

91-1

犀川小市舟渡ヨリ千曲川牛
嶋村落合迄絵図面（但煤花
川妻科村分地字龍王ヨリ犀
川落合久保寺村之内米村

嘉永五子年三月 道橋方 掛軸

91-2 〔妻科米村間絵図面〕 91-1に巻き込まれる

92 〔松代城下絵図〕 延享二乙丑書之
端書「後享保末より元
文之頃延享二乙丑改
（朱書「古ノ弐」）」

93-1
〔寛保満水図　一〕（水害前
の図）

93-2
〔寛保満水図　二〕（水害後
の図）


